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キャベツとモヤシの価格についての季節指数
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6．修正値欄の平均を算出し，これを100として値正値欄の値を指数化する。
　これが季節指数と呼ぼれるものである。
　キャベッとモヤシとの価格を比較すると各月におけるキャベツの価格の変化
の方がモヤシの価格変化よりも大きいことがわかる（第3表及び図参照）。即ち
キャベツの価格指数は最低75．08（6月）から最高124．16（3月）まで，その
差49．08の変化を示めしているのに対し，モヤシのそれは最低でも99．41（12
月）から最高100．35（9月）まで，その差0．94の変化しか示めしていない。こ
れはキャベツが屋外で生産されるため，収穫の時期，生産量等は自然的季節の
影響を強く受けるのに対し，モヤシは屋内で製造されるため自然的季節の影響
を殆んど受けないからである。
　ところで，既に述べたように，季節変動は自然的季節と習俗的季節によって
生ずるものであるが，屋外で生産される野菜等は自然的季節の影響を強く受け
る。今自然的季節の影響だけに限定すれぽ，キャベツをはじめ多くの野菜は品
種の改良，栽培方法の改善，保蔵・貯蔵等の技術の向上等により，将来は現在
より各月における供給量の変化が小さくなることが予想されるが故に，各月に
おける価格変化もまた小さくなることが予想され，その結果，それらの季節指
数の変動も小さくなることが予想される。
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